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如 ^ ^ 的桁五〕率•の附璿餞K稅郵必呈進〔錄目籍書i

來
南
祐
神
田
踡
襄
神
保
町
六
视
地

i s
i

l

l

i

雜

,

.

八

十

年

代

：の
英
國
社 

會
主
義(

じ:
加田哲二

..
,

•

1
.

 

' 

.

;..

.
英
國
に
お
け
る
社
會
連
動
は
第
十
み
*
紀
の
始
め
か
. 

ら
今
M

k
到
る
ま
で
大
凡
四
期
に
分
つ
て
見
る
こ
ビ
が 

姐
來
义
。
：そ
の
第
ー
期
は
.第
十
九
世
紀
0
初
葉
か
ら
1
, 

八
$

&
年
^
到
ふ
五
十
年
間
で
ぁ
る
0
こ
の
第1

期
は 

社
#'
的
動
搖
、社
會
盼
不
安
の
時
代
で
ぁ
^
て
、產
業
革
：
 

#,
{?
-
ょ
.っ
：て
發
達
し
、て
來
れ
資
本
主
義
制
度
を
敵
視
す
. 

る
昏
論
並
^
運
動
が
著
し
く
起
づ
为
勝
代
で
ぁ
る
。
 

s
rr
'
-

Simon, 

Charles F
o
u
r

瓦
ど
共
に
三
大
空
想
的
社

會
主
義
者
ビ
し
て
有
名
なRobert 

O
w
e
n

の

社

會

，主
_ 

義
學
說
並
に
を
の
學
說
を
»

_
に
試
み
や
ぅ
，.ど
す
る
運 

«&
-

、

D
a
v
i
d

 s
c
a
r
d
o

の
經
濟
學
說
か
ら
出
發
し
て
、勞 

働
全
收
權
を
主
張
し
たCharles

ノ
 Hall, 

W
U
H
a
m

 
T
h
?

 

mpson. 

Fra
u
d
s

 

Bray, 

John Cray, 

f h
o
m
a
s

 
irlod- 

g
s
k
i
n

等

のRicardian Socialists

並
に
是
等
の
反
資 

本
主
義
的
见
想
を
そ
の
.根
底
<
し
犮
勞
働
者
階
級
の
|實 

-

際
運
動
で
あ
つ
12
0
ぼ
I

B'
、是
等
の
思
^
诹
に
述
勋 

'は
共
に
當
時
k
お
け
る
社
會
的
不
安
の
狀
態
を
脱
し
て 

社
會
的
理
想
を
實
現
せ
ん
ビ
す
る
努
力
で
あ
つ
た
。
然 

も
，
1

A
四
八
年
に
お
け
るChartist

運
動
の
壤
滅
ミ 

共
に
、:

英
國
に
あ
け
る
社
會
主
義
的
思
想
並
^
運
動
は 

一
時
終
熄
：の
狀
f

j
な
つ
れ
。

:

.
，
乙

の

社

會

主
_
的
運
動
の
：終
熄
A
共
に
、
社
會
的
平： 

'和
の
時
代
は
一
八
八
〇
年
に
到
る
三
十
年
間
i

し 

た
。
こ
の
三
十
年
間
は
勞
働
者
が
举
ば
現
存
の
秧
序
^
, 

伽
關
心
で
あ
り
"半
ば
を
の
熱
心
な
支
持
者
で
あ
つ
た
。

锘

十

五

怨(

七
〇
三

雜

.
報
八
十
年
代
の
英
國
社
會
主
義

第
五
號



，

第

十

羞

C

七
0
四Y

雜

報

$

1

0
英
國

I

I

,
 

璧

跋

二

こ

洵

に

P

I

運

動

霞

後

S

?

一
十
年
，

は

英

過

去

の

社

會

革

命

驚

f

一 

掃
し
、
勞
働
者
階
級
を 

國

有

霧
.級
自
迪
主
義
.の
黄
金
時
代
で
あ
っ
た

p

自
由
し
て
勝
ち
誇
ク
た
.自
由
主
義
の
' 一
部
を
钐
成
せ
し
め2 

一
I

®
敎
義
は
J
‘ 

s
.

筆

の

r

l
論」0

〒

蒼

身

の

I

っ
た
。
當

時

の

有

產

置

の

代

辯

者

で. 

;暑

i

書
は
初
め
小
論
f

し
て
計
畫
f

れ
、一

f

I

は
彼
等
の
勢
力
I

內
に
f

、
且 

<

1
年
に
執
f

.れ
？

I

'
そ
の
出
版
以
前
の
S
っ
彼
s

©

f
持
っ
て
.ゐ

る

社

富

勢

力

糞

者 

增
I

關
し
て
は
M

B
失
人
に
負
ふ
I

ろ
最
も
多j

階
級)

£

し
て
戰
鬪
を
開
始
す
！
の
不
必

f

る
.

一
.く
、
急
出
版
せ
ら
れ
S

寒

は

，
夫
人
は
？

こj

こ
と
裏
っ
た
。
裏
階
級
の
政
治
家
並
に
識
者I

 

の
世
を
去
S

後
で
あ
っ
た
；0
£
 

I
 

S

I

 

of 

j.

會
靡
や
翌
の
勞
働
者
階
級
の
政
治
運
動
は
、
外
來

I

f

 

I

.
 

b
y

 

W
.

 

L,: 

c

g

l
 

p
'l

) 

| 

.の
8

1

0

t

決
し
て
霞
の
國
土
に
お
い
て
繁
. 

:
:の
中

翁

力

に

說

f

ら
れ
た
。
？

婆

英

國

商

エ

I
V榮
し
な
い
こ
と
を
確
信
し
た
。
雪
組
合
侧
に
あ
い
て 

業
の
異
？

る
發
邀
は
.、英
國
そ
し
て
、世
界
の
中
心
市
一
も
す
ベ
て
の
階
級
圃
爭
を
斷
念
し
、
單
に
現
存
の
社
會

f

 

^

^

0

f
 

i

 
ニ 

制
f

 

8
せ

f

 
麗

I

い
5

S

E
の

公

平
.

.

は
諸
國
が
窮
極
に
お
い
て
到
達
す
べ
き
目

標

.ど

せ

ら

れ

を
期
f

t

た
。
故
は
彼
等
は
世
紀
初
I

お

、

」

て

プ

章
；带
は
經
濟
跖
係
の
決
定
, ^
ヒ
見
ら
れ
，
自
由
貿.

見
ら
れ
た
革
命
的
色
彩
奚
：ひ
'
そ
の
S

ロ
組
織
上
に 

易
は
國
際
的
平
和
？
親

善

感

保

®

f

考
へ
ら
れ
倘
あ
い
J

產
業
的
勞
働
組
合(

r
n
d
l
a
l

U

I

を
啻 

人
が
诌
由
は
國
內®

治
に
お
け
る
神
翁
な
る
.煙
想
ビ
觀
て
て
職
業
別
勞
働
組
合(Graft Ilm.on)

の
形
式
を
採
り

f

 
.

!

I

 

,

0

1

,

,

1

條
件
を
改
善
向
上
し
、
.勞
働
者
相
2:
の
_
ぱ

あ

：
い

て

は

：

な
。
抓

ぐ
0
如
き
有
產
階
_
に

對

し

‘て

は

不

吉

の

事

件 

典
濟
制
度
を
發
達
せ
し
め
る
の
R
勉
め
た
，p
:こ
の
時
期
の
後
に
恐
慌

4-
.來
れ
。
競
«
は
.小
資
產
家
を
滅
1
3せ
し 

は
、
勞
働
組
合
の
確
認
に
關
す
，る

爭

鬪

が

あ

っ

た

に

拘

.め

.、
天
資
#

^

.の
^

々
»
大
せ
し
め
る
乙
ど
を
立
證
し 

ら
.ず
、
社
曾
的
平
和
の
時
^:
で
、
1
八
八
〇
年
あ
で
.繼

た

。

て
外
_
、
殊
に
保
護
關
税
に
ょ
っ
て
養
は 

續
次
れ
た
の
で
あ
る
0
乙
.，の
時
期
に
お
い
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。
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齎
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あ
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。
 

1:
:
花
當
な
る
制
限
を
諛
ゆ
、
ギ
ル
ド
組
織
^
對

立

せ

し

|
.
:

'

、
'.
=

め
、•
勞
働
者
を
し
て
生
產
の
善
悅
を
享
卿
せ
し
.め
る
た
社
會
的
平
和
の
時
代
は
有
產
階
級
の
自
由
主
義
の
全 

め
に
產
業
の
管
理
權
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
$
走

張

：碰
を
極
め
、
さ
}
し
て
を
の
思
想
は」

.
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.
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潮
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。
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の
經
濟
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織
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述
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揭
げ
ら
れ
：る
が
、
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の
.有
産
階
級
の
. 

全
盛
時
代
に
お
け
る
JH
統
學
派
の
代
表
的
著
作
は
、
を 

の
版
を
改
め
る
ビ
共
に
社
會
.主
義
的
思
想
が
著
し
，ぐ
な 

つ
て
來
允
の
で
ぁ
^
。
C
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四
九
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版
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.五
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年
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三
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の

序
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參

照

)

即

ぢ

有

產

階

級

全

®
の
㈣
 ̂

にM

に
社
會
主
義
的
俎
想
の
萠
芽
を
見
る
と
と
が
出
來 

る
。
彼
は
そ
の
大
著
の
第
四
篇
第
七
章
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货
い
r
豸
« 

階
級
の
將
來
を
識
じ
た
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彼

は

勞

働

階

鉱

が

自

己

の

‘
利 

益
^
關
す
る
問
題
は
自
身
に
お
い
て
、
之
を
汉
扱
认
、
且 

つ
、
彼
等
の
利
益
が
雇
主
の
そ
れ
ご
一
致
せ
す
、
5
ヴ 

て
；之

ビ

相

反

し

て

ゐ

る

と

思

惟

し

て

ゐ

を

こ
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を

揩

商

桀
丑
號
一
一
六

し
た
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さ
ぅ
し
1
务
働
階
級
の
改
善
'ビ
そ
の
組
織
ビ
の 

.
結
果
、
彼
等
の
利
益
の
た
め
に
.生
產
物
を
分
配
し
な
け 

れ
■ば
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
現
在
み
階
級
關
係
は
永
遠
に 

繼
續
す
る
も
の
で
ば
な
.い
，

w

主
娘
し
た
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彼
は
云
.ふ
。
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勢
働
階
級
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窮
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狀
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し
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滿

足

す

る

だ

ら
5 

ノ
ビ
蒂
へ

：：

る

こ
.
i
は
出
來
な
：い
。
' 

平
等
の
觀
念
が
H 

k

B
に
廣
く
貧
民
階
級
の
中
に
傅
播
せ
ら
れ
、
言
^
文 

.章
の
自
由Q

抑
應
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^
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滿
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損
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資
本
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る
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あ
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。
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最
初
の
資
本
家
、
即
ち
最
初
化
彼
0
蓄 

積
し
た
資
產
1か
ら
勞
働
の
質
龈
を
前
货
し
、「

さ
ぅ
し
て
|
 

斯
レ
‘の
如
&
前
貨
か
ら
利
澗
0
.形
態
に
>

い
て
所
得
を 

求
め
ん
e
し
て
ゐ
る
人
令
は
通
常
勞
#
者
自
#
ビ
.異
.れ- 

る
階
級
の
I
の
で
あ
る
。
勞
働
者
せ
資
本
の
所
有
者
が

同
‘
7
し
な
る
.や
ぅ
な
狀
態
は
今
後
0
 s

:

て
存
在
す
る 

で
あ
ら
う
し
'
.咬
た
世
界
の
あ
る
部
分
に
お
い」

て
は
、
,

:

.、資
本
を
前
貸
す
る
乙
，t 
u
よ
つ
て
、
勞
働
者
に
支 

ぐ
拂
ひ
、
そ
0
0,
收
^
よ
つ
て
特
殊
の
收
入
を
得
ん
と
し 

I

て
^
る
雇
主
の
禮
級
を
見
る
。
此
の
狀
態
は
勞
働
者
S 

資
本
家W

が
同 

一k

な
る
狀
態
よ
り
も
、
望
ま
し
い
狀 

^
で
‘は
な
乂
け
れ
ざ
も
晋
タ
は
ハ
尙
ほ
、
產
業
の
進 

I
:

化
に
お
け
る
一
階
段
ビ
し
て
I

を
は
進
步
⑩
罾
國
民 

の
進
步
を
語
る
も
，の
で
あ
る——

そ
を
許
容
し
な
け
れ

V 

: 

'

5 

ば
な
ら
な
い
' I.

ぐ
し。(Literary 

Remains, 

Lecture IV.

p.:44f)

斯
く
の
如
く
資
本
主
義
はA
類
の
經
濟
的
發
達 

|

に
あ
け
る
一
隙
段
で
れ
る
。
加
之
、
政
治
的
、
社
會
如
、 

\

道
德
的
ヽ
#
識
的
の
大
猶
化
は
"
社
會
の
經
濟
組
織
^

■

お
け
.る
變
化
$
密
接
な
る
關
係
が
あ
る
。
故
に
經
濟
學 

;は
：軍
に
.資
本
、
刺
潤
、
地
代
、
並
に
貧
鈒
の
科
學
で
あ
.
 

、/
る
め
み
な
ら
中
、
社
會
科
學
.の
®
礎
で
あ
る
。
何
S
な 

れ
.ば「

經
濟
的
變
化
は
：必
然
的
に
、そ
が
1-
起
甘
ら
れ
た

人
々
中
の
政
治
的
並
：に
社.會
的
要
素
.に

決

定

的

，
の

影

響 

を
及
ぼ
し
、.
そ
の
影
_

’は
眢
識
0
性
質
、
風
俗
、
哿
憤 

道
德
、
.諸
國
民
0
幸

福

^

ま

で

及

ぶ

.か
ら
で
あ
る
0 

. 

‘か
く
の
如
く
諸
國
民
の
經
濟
的
並
^

|

的
組
織
ど
そ 

の
生
產
カ
と
の
間
.に
は
密
接
な
關
係
が
あ
：る
へ
ので
あ 

るo」
(lbid,;pp

へ
'

405-6)

が
ぐ
第
四
講(Lecture ;IV} 

は
.*:
だ
綿
密
な
る
硏
究
化
貧
ん
で
ゐ
る
。̂
たMaxist 

...

の
^
物
*
觀
れ
»
芽
か
.こ

、

に

昏

見

せ

ら

る

る

の

で

.
あ
へ 

.る

.
o彼
の
論
述
は
資
本
キ：

義
ビ
反
資
本
主
義
の
微
妙
な 

.る
平
衡
狀
態
に
あ
るVJ

云
ふ
こ
ビ
が
出
來
る
。(

g
, 

5€er. 

op. 

cit. 

vol. 

If. 

pp. 

1

009
-
1
9
0 

Richard 

Jon- 

aj
s
. Peasant: 

R.eats. 

1
00
31 • 

edited 

b
v

 

w
.

 

Ashlov 

1397. 

P
P
:
V
-
V
I
I
)

以
上
の
如
く 

J. 

s. 

M
H
lsl
f
eltRichard 

Jones 

の 

，や
ぅ
な
著
名
の
瓜
想
家
は
社
會
的
進
步
の
過
程
を
，洞
察 

す
る
乙W

が
頗
ぶ
る
銳
敏
で
あ
る
が
、」

般
0
思
想
界 

.

.に
^
つ
て
は
、
求
だ
全
::
<
有
產
|̂
:
»
.的

_

#

主

餞

の

支

.配
す
る
ビ
Z
ろ
で
あ
.つ
た
。IVQ11
並

に

}
O
P
O
W
の
如
き 

は
單
に
來
る
べ
き
社
會
思
想
の
黎
明
を
如
ら
せ
れ
先
驅 

.者
に
過
ぎ
な
か
つ
-た
の
で
あ
る
。

.
之
を
ま
た
勞
働
界
k
鬼
て
も
9

&

^
運
動
0
崩
潰 

.後
の
十
年
間
は
靜
穩
な
十
年
間
で
あ
つ
たa

勞
働
運
動 

を
復
活
し
や
.う
ど
す
る
す
べ
て
の
努
力
は
無
效
R
終
.つ 

た
。
さ
う
し
て
勞
働
者
階
級
は
、す
べ
て
の
政
治
運
動
を 

捨
て
て
、
を
の
勢
力
を
勞
働
組
合
の
組
織
^
消
®
組
合 

の
發
達
ど
へ
向
け
た
。
a
o
s
s並

にB
r
i
g
h
t

の
や
う 

い
政
治
家
は
、
勞
働
階
級
の
政
治
的
に
無
關
心
で
あ
つ
. 

て
、
彼
等
に
勞
働
階
級
を
娠
起
せ
し
め
る
能
力
の
な
ぃ 

の
を

嘆
じ
た
U

ま
た
有
產
階
級
はChartist

運
動
の
實 

際
㈤
双
訓
化
鑑
み
て
?1
⑽
な
改
a 
S

t

以
て
.民
衆
化 

對
し
ぬ
。
け
れ
^
も
民
衆
は
何
等
の
反
響
を
起
さ
な
か 

つ
^
の
で
あ
る
。1

八
六一

年

にC
o
b
d
e
n

は
勞
働
者 

.階

.級
が「

彼
等
に
與
ぺ
ら
れ
.る
嘲
塢
ど
攻
擊
化
對
し
て 

靜
穩
で
あ
る」

と
く
を
嘆
じ「

彼
等
は
、
彼
等
'の
政
.治
的
’

.第
十M

卷

C

七1
1

レ

雜

"
錄
.

八
十
鲒
代
.
の
英
國
社
會
主
義

第
五
號

九
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»
 
s
f 

l
i
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.*rf
 

.
/
.
V
.
K
f

—

u
r
i J->
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■綱

i
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■第
十M

卷
' 

つ
七
.一
二 )

雜

錄

，

八
十
年
代
の
英
國
：社
堇
義 

第

五

號

ニ

|〇

壓
迫
潑
に
對
し
て
奴
隸
階
級
0
反
逆
を
.揩
導
すV

 
&

一
 

' 

0
, sp

a
r
t
a
c
u
s

3:&

か
。
佘
は
.現
代
を
し
て
斯
く
の
如 

ぐ
靜
穏
な
£
し
む
'K
?
4
Q
(i
-:
o
h
a
T
t
i
s
n
r
0

愚
擧
忙
對
' 

す
る
反
動
で
あ
^.VJ
思
ふ
^
こ
云
っ
^
。(

1
0
^

Morles, 

Life, of c
o
b
d
s
.

 

ed. 

1903,
ゃ

00
2
90
一
 

八
六
三
年

 ̂

お
い
：，で
も
<
:
&
<
^
1
1

は
常
時
の
勞
働
者
の
狀
態
を
政
治 

的
緩
慢
の
狀
態
で
あ
る
ぐ
し
云
つ
た
。
然
し
乍
ら
/

-
年 

■
後
に
：お
い
て
勢
働
者
は
遺
擧
權
掀
張
の
：t2
め
に
大

活
動 

を
開
始
!.
、：
一
 

八
六
七
牟
R
は
選
擧
權
を
獲
得
し
农
。
';
: 

こ
の
語
敬
S
變
化
は
國
際
政
治
界
に
お
け
る
出
來
蹲
の 

影
響
で
I

。
北
米
南
.北
戰
带
1
ホ
ー
ラ
ン
ド
.の
內
亂 

並
に
®
際
勞
働
者
協
會(The^ International w

o
r
k
i
n

-rQ: 

Ineps Association, 

i
nrt
'
ê'
a
t
i
o
a
a
l
e
,
.

 Arbeiterassocia-. 

tion)

の
運
動
が
こ
れ
で
2)
'

^
::
-
n
h
a
r
t

^

蓮
動
以
後
に 

•
い
て
英
國
の
M

慮

あ

る

勞

働

者

は

常

に

外

阈

.©
進

步 

的

.運

動

に

多

く

同

情

し

.
た

。
，
.：
牝

米

南

抵

_
§
:

時

に

お

', 

い

て

は

彼

等

は

北

部

k

對

し

^

同

情

を

.
し

た

；。
：
：
さ

3

し

：
.

て
. 

ー.
/ \

六
三
年
の
ホ
ー
ラ
ン
ド
■の
內
亂
に
.

際
し
て
■

«

、
.*.
>
• 

。ホ
：丨
.

ラ
ン
.

K

A

k

對
し
て
滿
腔
の
.
.同
情
を
表
し
た
。
.伊 

:

太
利
の
自
由
主
義
の
運
動
も
ま
た
英
國
勞
働
潜
の
厚
^

 

.同
情
を

受

け

る
乙

.

€

が
出
來
た
。
さ
5

し
て
を
の
首
領 

で
：あ

る

G
a

r
i

b
a

l
d

i

が
ロ
ン
ド
ン
k

來
つ
た
マ
し
き
に
は

,

 

.

彼
等
は
.
心
か
ら
彼
を
歡
迎
し
：た
。
斯
様
な
運
動
は
：政
治 

運
動
と
な
っ
て
、

一.
八
六
四
年
に
は
選
擧
權
獲
得
期
成 

同
盟
が
成
立
し
、
^

Q

l t
j

^

t

r

a

b

R

R

e

f

o

r

m

 

L
e

a
—

;
g
u
e

 

_ 

 ̂
f

、
.
政

府

，
を

し

て

第

一

j

囘
の
改
革
案
を
提
出 

せ
.し
め
ぐ
さ
ぅ
し
て
英
國
を
し
て
尻
主
主
義
の
國
ね
&
: 

め
た
.の
.で

あ

る

‘
。

こ-0
國

際

的

運

動

ど

國

內

の

.政

治

的
 

I
運
動
ビ
.が
密
接
の
關
係
の
あ
る
こ
ビ
は
以
上
の
や
ぅ
な 

國
際
的
運
»
の
'た
.め
^
集
會
を
催
し
、
示
威
運
励
を
：し
：
 

た
人
，々
ど
政
治
運
動
：の
餘
領
株
.の
人
々v

が

同

r

:.
l
r系
 

る
こ

i

k
:ょ
つ
て
明
白
：で
あ
る
。
を
の
指
導
者
は
次
の 

免
自
人
々
で
あ
つ
た
ふG

s
f
g
w

 

o
d
g
e
r
'
w
.

 

H
a
n
d
a
U

 

o
r
c
m
e
r
,

 

.
R
o
cr
e
r
t
: 

■
A.ppoga.r.

:̂'、

^
^
-
d>
.
こ
' れ
.で
'あ
.る 

o

等
は
ま
乙i

l
n
t
i
a
f

 a
l
'
w
o
r
k
i
n
g

 

g

s

w

A
s
s
o
d
a
-

は
亦
赞
ビ
し
て
招
待
す
る
-し
ズ
な
つ
れ
。
を
の
招
待

 々

?

の
最
も
有
力
I

會
員
で
ぁ
つ
た
。

.'.

.

.

受
け
？

の
、
-一
A
が

S

 
!

.

で
、彼

の

深

篇
 

.

•か
く
©
如
く
_
際

囊

が

著

し

く

雪

I

の

促

進

S

る
S

I

凡
I

P

力
と
は
彼
を
し
て
直
ち
に 

に
與
？

力
ぁ
つ
§

1

る
が
、；：；f

 

J

國
際
的
勞
働
連
動
の
起
I

ビ
に
i

て

勞

働

籍

が1

る
S

.
智

ク

O
P
. 

&
• 

V
O
L

 

IL 

pp. 2
0
9
2
0
2
)

ー
段
の
駸
達
を
爲
す
に
至
づ
た
の
で
ぁ
る
。
を
れ
は
ポ
：
 

丨
ラX

ド
能
k

ィ
タ
リ
I
の
運
動
に
同
情
を
特
つ
て
ゐ
， 

允
佛
蘭
11
;
の
進
步
的
'勞

働

者

，
が
.、

英

國

の#'
働

組

合

主

： 

.
_に
’づ
い
て
學
び
た
が
づ
て
.ゐ
れ
彼
等
0
请
姻
株
を
-:
 ̂

:
T八
六
二
年
開
催
の
P
ン
ド
ン
葆
倒
博
1
蕾
を
機
#

: ̂

.[

.
て
英
國
に
派
遺
し
て
、
口.ン
ド
ン
の
勞
働
運
動
指
導 

紙
接
な
關
係
を
結
ば
し
め
た
こ
^
で
ぁ
る
?
• 
一
 

A 

:

六
三
年
に
意
見
を
交
換
む
れ
彼
等
は
國
際
勞
働
者
協
會 

設
立
の
目
的
を
以
て
口
ン
ド
ン
k
會
議
を
捌
催
す
る
と 

を
決
定
し
だ
。
即
ち
翌
一
：八
六
四
年
九
沿
ニ
屮
八
日
含 

以
て
會
議
を
開
催
す
る
こ
す
;̂

な
>
、
，ロ
ン
.
K
ン
在
住」 

の
各
.稀
勞
働
園
體
の
代
表
者
を
講
演
者
Z
し
て
、
^
没

ノ
;
.會
議
雜
：_一
八
六
四
年
九
月
二
十
八
日
ロ
ゾ
ド
y 
0. 

1 

Long Acre 

な
る St* Mart

B:s H
a
i
l

に
.あ
圹
て
糊 

j

崔
せ
ら
れ
れ9 Edward Spencer Beesiy

敎
授
は
座

\ 

長
®
^
就
き.Marx.

は>adress 

to 

the 

working 

、
 

•

| 

Classes

へ
こ
の
文
書
は

Inaugural Adress 

s
し
て
甸

ら
れ
て

ゐ

る

。ノ
 
i

云
ふ
樣
式
の
卞
1 ;

指
導
的
历

SI
を

,:
«

)

;

か
に
し
た
宣
言
書
を
起
•草
し
れ
。
そ
の
原
现
も
主
義
も 

C
h
a
r
t
i
s
m

の
精
神
で
あ
つ
れ
。
さ

ぅ

し

て

際

M

の
勞 

.働
階
殺
的
政
治
忍
想
は
0
?
会
日
の
政
治
思
想
€

一
 

致 

し

、

彼

の

考

、
へ

で

は

こ

の

'«
園

|?
1
を

乳

論

的

*

«

を

持 

つ
^

c
h
a
r
t
i
s
m

を
復
活
す
る
機
關
ビ
し
.や
r

^
.t
 ̂

に
あ
.

0.

せ
0

彼
は
乙
の>

 A
d
d
r
e
s
s

こ
に
お
い
て
、

:.
英

第

十

五

猞

(

七
一
三)

0

 

:

錄
' 

八
十
年
、代
の
^

^

社
會
主

.

義

第 
i

-

r

ニ



貧
十
五
靡
.

(

七
一
四)

：

雜

錄

八

十

年

玳

め

英

@
-歡
會
羹 

:

第
•五

气

ニ

三

國
の
富
の
徼
甚
な
る
增
加
に
も
拘
ら
ず
片
こ
の
富
と
植 

力
ど
0
絕
大
な
る
.壻
加
は
全
然
有
齑
隙
級
に
限
ら
作
た 

义
ビ
で
あ
る」
こ
.ど
を
指
摘
し
，
勢
働
階
級
が
ぶ
の
有 

產
階
級
の
暴
甯
を
見
な
が
^
贫
函
に
沈
ん
で
行
<
 
こ
( 5
-

.
 

を

::
*
說
し
^

o cr
r
t
i
s
t

 

:の
運
動
は
こ
の
貧
困
に
對
す 

る
戰
飞
あ
っ
だ
。
彼
等
は
約
三
十
年
の
問
惡
戰
荇
蹦
を
一 

績
付
て
、
十
時
明
制
度
を
镟
得
す
る
k

宠
っ
た
。

そ
は

:
英
國
勞
働
者
の
響
質
的
、」

遒
«

:^
'昝
爾
傲
ガ
大
改
善

R

A
っ
て
力
あ
る
も
の
.で
あ
つ
た
o

ntr
*2
,
r
t
i
s
t

は
生
棄

を
社
會
的
予
想
ビ
人
逾
的
考
it
に
ょ
っ
て
統
制
し
P
ぅ 

ヒ
し
秀
コ
故
吒
十
時
間
法
諱
は
试
^

ー-の
大
な
る
實
：
 

際

的

施

設

で

あ

つ

た

の

み

で

な

く

、
，
そ

は

|
の

原

理

0;

勝
^
で

あ
‘つ
^
:
°を

は

ハ

，
.£!
«
有

產

階

級

の

經

濟

學

1/
> 

「

勞

慟

階

級

の

經

濟

學

に

對

し

て

、
、
服

從

し

^
最

初

.の

こ 

ビ
で
あ
っ
た
。」

か
く
て
I

卩
は
生
產
細
合
の
效
«
を 

ハ
述
べ
、
.
政

治

に

お

け

る

國

際

主

義

を

主

張

し

た

の

で

あ
 

る
-
か

ぐ

の

如

べ

A
d
d
l
^
s
s
:

の
‘內

容

は. c
h
a
a
s
t

的

色

; '

彩

の

燶

厚な

る
^

の

が
あ
.

つ

たC

た 

>
異
る

す

こ

ろ

は
 

g
a
f
x

 
.

に

あ

：
_つて

は
、

.
.^
^

な
る
、
哲
學
的
、
經

濟

學
 

V'
:
.的
、
廉
に
政
治
摩
的
智
識
が
,

つ
た
.は
も
拘
ち
ず
、
彼
等 

に
お
い
て
似
之
れ
を
缺
い

て

ゐ

た

こビ

で

あ

る
0
彼
n 

I

甘
會
.の
た
め
^
作
つ
た
拟
理
は
次
の
や
ぅ
な
も
の
で
あ

™ 

.
;
.
.

「

勞

働

階

級

の.解

放

は
#
働

階

級

自

らR

ょ
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す
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itl̂
tiamflMaMmawtsxfB-t̂
T

a 
.
»
!■>
«■
»
.f
i
- s*t.f
 
iili/lir};

 

«
t
.
-
. 

■

-V 

t
m 
!
 
.

J
»
^
v
.
,
r
j
p 

.
 

V 

V
I 

I

f

f

r
l
~
r
r
=t
T
=
-
-
=
m
n
t
l
r
n 

j
,
_
rrs

riw
n
n
T
1
_14

m

 -

三三—
-
-
_ 二
 

=
i 气,
-
^
.
E
g
i
g
E 

て--
,
;
.
^
.
-
.
^
s

s
3
t
y
v
t
t
K
»
M
s
t
J
8
l
-
.
^
c
,
i
v
.
l
r
-
l
-
t
K
f
c
r
K
l
^
.
» 

- 

r
o
t
%
V
N
C
^
^
y
f
c
K
.
.
V
E
.
,
J
f
v
l
^

第
1
五
.餘
.

(

七
一
六)

：:

雜
.

錄

,
中
世
の
細
年
法
大
歡
.

八
十
年
代
の
英
國
社
會
生
義
に
對
し
.
.て
.
は

？
後
^

詳
.
述「

す
る
や
ラ
に

K

*

g

.
 H

3
m

d
m

s

を

通

じ

て

少

'
な

か

ら
 

，
ず

影

着

を

及

ぼ

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。
然

し

が

 

.
•

八

四

九

年

か

ら
1

:
./
\

:

八
三
年
に
涉
つ
て
英
國
P

ン
，ド 

ン
に
亡
命
客
：ビ
し
て
滯
在
し
、
彼
の
經
濟
的
替
識
を
こ 

>
 

に

求
め
、W

i
l

h
e

l
m

,

- Ee

c rk
n

e
c

h
t

 

を
し
て「

資
本
^

 

は
た
ぃ
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て

0 -

み
創
造
さ
れ

#

た
|

 ̂
あ
る
..

(

泛
ユ 
f

x

.

**B
i

o
g

r
i

p
h

i
c

k
l

 

M

I

F

E

n

l
 

I
s
. 

p. 

3
2
)

.

ビ
云
は
し
め
.た
㈣
資
本
主
義
の
發
達
し 

た
典
顿
^
お
り
な
が
ら
少
數
の
CT
命
外
國
人
以
外
に
多 

< 

S

■
與
へ
得
な
か
つ
た
こ
ど
は
我
々
の
：不
可
思 

議
ビ
す
る
所
で
あ
る
。

(

§

• B
e

e
n

 

o
p
.

 c
i
t
.

 

4
0

1
，
JI. 

p
p

.
,

2
0

2
-

2
2

2
.

參
瑕)

-
 

.

M

§
 

.
m
g
r

中
世
の
紀
年
法
大
意

(

下)

HJ
' 

f

里

-

. -
,

第

三

節

部
'

一
.
.
.
.
年
を
示
す
に
は
、
統
治
者
の
治
世
、
、
一
定
牟
數
を
反 

:

覆
す
る
周
®(a 

cycle)、

或
は」

足
の
日
®
又
は
紀
元 

ハan 

e
r
a
)

を
起
點
^j

し
て
訐
算
す
るj

連
和
の
中
に
、
 

'
年
の
占
む
る
位
®
を
以
て
す
る
。
上
此
の
紀
元
、
例
へ
" 

-'
•
?
!
«
及
翁
^

(
T
h
e

 

Y
e
a
r

 

of t
he,

W
o
r
l
d

 
ノ 

■、之
次
^

々
'{
:
ff
B
さ
れ
て
ゐ
る
。)

、
オ
y
ン
ビ
ア
ド
紀

(

H
?- 

.
o

l
y

m
p

i
a

d
)

(

註)

、
羅
馬
,

年

(

1

^

 

Y
e

a
r

 

o
f

 

R
o

m
e
)
、 

及
び
セ
リ
L

シ
ド
王
朝
紀

j

兀(
T

h
e

 

s
e

l
e

u
a

d

 

E
r

a
)

の 

如
き
秫
冷

.の
紀
元
は
年
表
な
ど
に
は
往
々
揭
記
亡
ら
^-
' 

■て

ゐ
る
^

れ
ざ
も

S

)

、

愛
f t

は
之
を
打
算
に
入
れ
な

し
：で

實

: ^
丄
、
上
記
の
三
®
ゆ
紀
年
法
丈
け
に
限
つ 

て
置
か
ぅ
。
.、
 

，

^
M
9
B
H

a
i
a
i

'X
近
明
米
阐
の
雜
p

r

i t
0

1

<3 ;

で&

を
誤
用
し
てO

l
y
m
p
i
c

 

G
a

m
e

s

.

の
葸
味
に
使
刖
す
る
こ

-J
-J 
V

行
は
れ
て
來
た
*诚
に
笑
企 

の
至
り
で
わ
る
。(

一
九1

1〇

年
九
乃
十
八m

刊
行
の
s

r

t

ぞ
丨 

t
.
o
n

兰
ニ
花
茛
參
眼
。〕

: :

水
那
で
神
武
紀
元
を

E

す
る
匕
至
つ
た
の|1
、
明
治
五
¥
十
.

「

 

月
十
五
日
太
踐
宵
市
告
第
三
叫-
-號
“
今
股
た
陽
歷
御
顿
行
神 

武
天
盘
即
位

チ
以
デ
組
元
K
:被
足
候II

付
其
旨
チ
被
告
候
爲
メ
來 

か1.1

十
五
n
御
祭
典
被

m
行
候
报』

と
-い
ふ
§

I-
ょ
つ
て
_
か
：
 

で
あ
る
が
、
次
い
で
同
六
¥
三■/
}
七
日
太
政
官
布
’
笫
瓜
' 一
媿
I:

ょ
リ『

神
说：

大
蛊
御
即
位
日
チ
紡
元
節>
被
|1
?
候
^』

と

な

づ

だ

：
の 

.で
も
る
o

■,

序
乍
ら
御
參
考
ま
で
に
賭
蚀
の
祀
元
の
ー
贽
农
か
左
に
併
^;
し 

て
間
か
ぅc『

大
英
莨
科
辭
典』

第
十
：

I

版
第
四
怨
，
5

〇
三
風) 

Table of Epochs 

Eras,

';:and pei:oF

;-

.
oldstian 

Diiteof 

rom.mscement
_u-;'

rt>cian 

.
^
u
r
i
d
p
n
o

f>
r
p
* 

•
•
•
•
•
•

 •
civil

.'era 

o
f 

.Constantinople

. 

•
. 

•

Alexandrian

rt
r

p
.

...
J£ceesiast;icpal era 

o
r 

Antioch 

Julian period - 

•
•
•
•
•
. 

.

.

.
•
>
.

 

*

. ♦ 

*

.

Munduae 

e
H
p.

.

.

.

..

Je.wish 

Mundane

'
rt
r
a....'*
.

Era 

o
f

 Abrahpm 

.

.

.

,

:
l Sep. 

5
5
9
CORe. 

:

l 

S
e
p
.

 

5
5
0
00
-

bo
'
9 Aug. 5

5
0
2

、、
.

• •I Sep. 549.2 

5 

:
:
l 

J
p 

4
7
I
3

、、

• :
.
〇
ct. 

4
0
0
00
、、

'
:
G
c
t 

3
7
6
1

、、

:

 l

 .〇
c
t

 

2
0
1
5

 

、、

•I July 

776 

w
o
. 

24 
>

%

^
 

0

、、

26 
家

.

.
d

s

.

■
Era 

of the 

olyspinds 

•
•
•
•
•
•
.

R
o
m
a
n

.. 

m

 

.

.

.

.
4
• 

♦ 

• 

• 

• 

♦
.

-

Era.

;o
.
I
 ..N.abonassar-

ハ..* •>
.
.
.
.
.
.
.
.
.

Metonic. Cycle

.

.

.

.

.

—.Grecian Or.svro-Macedonian

<T
>
r
a 

Tyri^ J
r
a
:

 

.

.
.c/i;donian 

e
r
a

.

.

.

.
-

-

r
p
e
s
a
r
j
p
n
o
r
a 

o
i

^
ŝ.
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